
2023 年 11 月社長会見 

２０２３年 11月 22 日 

 

１.営業•輸送概況 

 
 

２. イノベーションによる長期ビジョンの実現に向けた取り組み 

 

 

３. 大阪・関西万博に向けた機運醸成について 

  ～開催500日前に向けたJR西日本グループの取り組み～ 

 

詳細 

 

1. 営業•輸送概況 

 
【運輸取扱収入（速報値）】 

収入ですが、１０月はコロナ前の２０１９年比で１１５．３％、１１月は１４日までの２週間分で９５．

５％です。ただこの２０１９年１０月は消費増税、台風１９号の影響もございました。１０月は、実勢として

は９７％程度、そして１１月は９４％程度が実勢ベースと見ております。 

 
 

 

【新幹線•在来線特急•近畿圏のご利用状況（速報値）】 

次に、ご利用状況は、山陽新幹線は、１０月が２０１９年比で９７％、１１月が１４日までで９４％。近畿

圏は、１０月が１１１％、１１月が１４日までで１０４％です。これも、１０月、１１月は、２０１９年の台

風の影響などにより、本年は実勢より高くでておりますことはご承知おきいただきたいと思います。１０月・

１１月は、国内旅行のお客様、訪日のお客様に多くご利用いただき、新幹線・在来線ともに比較的好調に推移

していると見ております。 

引き続き、鉄道の安全・安定輸送を基盤に、国内外のお客様がこの西日本エリアを快適に、ご利用いただけ

るよう取り組んでまいります。



  

 

2. イノベーションによる長期ビジョンの実現に向けた取り組み 

次に、「イノベーションによる長期ビジョンの実現に向けた取り組み」についてご紹介させていただきま

す。 

当社グループにおきましては、未来社会を見据えた存在意義である「私たちの志」、１０年後のありたい姿

である「長期ビジョン２０３２」というものを掲げ、その実現に向けて、様々なパートナーの皆様と共に新た

な挑戦を続け、イノベーションを加速しているところです。 

本日は、その取り組みの一例と、これらを展示している「イノベーション＆チャレンジデイ２０２３」の開

催についても改めてお知らせいたします。 

 

 
 

【鉄道指令業務アシストＡＩ】 

まず具体例のご紹介でございます。１件目は、「鉄道指令業務アシストＡＩ」についてです。「鉄道指令業

務アシストＡＩ」は、自然災害や線路・車両設備のトラブルなどにより列車のダイヤが乱れた場合、復旧に向

けて各列車の運行を指示する指令業務について、ＡＩ技術を活用し、最適なダイヤを自動提案するソリューシ

ョンです。 

指令業務の中でも特に経験が必要な、ダイヤ復旧を専門用語で「運転整理」という言い方をしますが、ここ

にＡＩを活用することで、指令員の負担を軽減しつつ、若手社員・ベテラン社員の経験の差による精度のバラ

つきを縮小し、ダイヤ復旧の質を向上することを目的に開発を進めています。 



本件は、株式会社オルツ様と協力し、鉄道会社である私ども自らが開発を進めることで、様々な線区でダイ

ヤ乱れが発生した際に活用できる、より実用的なソリューションを目指しているところです。２０２１年度よ

り実証実験を開始し、実在しない仮の線区をモデル化し、基本となるＡＩの構築を行いました。ここでは、Ａ

Ｉが提案した運転整理案と実際の指令員による運転整理案とを比較し検証を重ね、一定の成果を得ました。更

に２０２２年度からは、当社管内の実際の線区・ダイヤのデータを用いて、自動で運転整理を行うためのＡＩ

学習モデルの確立に向け、検証をしております。 

ここでは、基本となるＡＩに指令員のノウハウを学習させることで、ＡＩの運転整理案の精度が、指令員の

案に着実に近づいてきております。現在は、モデル線区の追加検証やＡＩの出力解の精度を高めていくととも

に、実場面で使用できるようなシステムの設計や機能の追加を進めています。 

本件はまだ、数年以内の実用化を目指しているという段階です。実現すれば、ベテラン指令員の運転整理の

デジタル化が可能となり、ダイヤ復旧の質の向上の一助に繋がると考えています。また、将来的には、当社エ

リア内に留まらず、他の鉄道事業者様の課題解決にも貢献できればとも考えております。 

 

 

【次世代スマートロッカーを活用した新たな商品受け取りサービス～ピクラク～】 

２件目は、「次世代スマートロッカーを活用した新たな商品受け取りサービス～ピクラク～」 についてで

す。「次世代スマートロッカー～ピクラク～」は、専用のオンラインサイトで注文した様々な商品を、当社の

駅などに設置されたスマートロッカーというもので受け取ることができるサービスです。駅をご利用のお客様

は、このサービスをご利用いただくことで、お買い物に出向くことなく、生活動線上で、お好きなタイミング

で気軽に、商品を受け取ることができます。 

当社では、２０２２年３月に公表しました「ＪＲ ＷＥＳＴ ＬＡＢＯ」において、次世代スマートロッカ

ーを活用した新たなサービスを検討する中で、コストコの商品を近畿エリアの４駅で受け取る実証実験を行っ

ているところです。 

この次世代スマートロッカーは、ＥＣサイトで購入した商品を受け取るなどの使い方の他に、ロッカーに預

けた荷物を、例えばホテルまで配送することで、ご旅行されるお客様が大きな荷物を持ち運ぶ不便を解消する

いわゆる「手ぶら観光」等への応用も可能ではないかと考えています。 

これらはいわゆる「物流の２０２４年問題」や、観光客の大型手荷物による公共交通機関の混雑緩和という

意味で「オーバーツーリズム」対策にもなるのではないかと考えており、大阪・関西万博も近づく中、社会課

題解決に資する取り組みとして、今後さらに検討を進めていきたいと考えております。 



 

 

【イノベーション＆チャレンジデイ２０２３】 

最後に、「イノベーション＆チャレンジデイ２０２３」について、改めてご紹介いたします。本イベン

トでは、「長期ビジョン２０３２」に沿った４つのエリアにて、当社グループの取り組み内容の展示や、

パネルディスカッションなどを通して、オープンイノベーションとチャレンジについて、幅広い内容でお

届けします。 

是非、多くの方にお越しいただき、当社グループの取り組みを知っていただくことで、様々なパートナ

ーの皆様と新たな共創、共に創りあげることが生まれることを期待します。 

 

 

 



大阪・関西万博に向けた機運醸成の取り組みについてお知らせいたします。 

～開催５００日前に向けたＪＲ西日本グループの取り組み～ 

 

次に、大阪・関西万博に向けた機運醸成の取り組みについてお知らせいたします。 

２０２５年４月１３日から約半年間にわたり、夢洲にて大阪・関西万博が開催され、来る１１月３０日に

は、５００日前を迎えます。万博の開催を契機に、国内外から多くのお客様が訪れることが予想されており、

当社グループにとっても様々な形でお客様との接点を増やすことのできる重要な機会になろうかと思います。 

本日は、万博開催５００日前に向けた、当社グループの取り組みについて、お知らせいたします。 

私どもでは、「プロモーション協力」、「ショップ展開やオリジナルグッズ販売」、「キャンペーン企画」

「入場券販売への協力」などを、グループ全体で取り組みを進めていこうとしております。 

 

 

 

まずは、「当社グループのアセットを活用したプロモーション協力」についてご案内させていただきます。

既にお知らせしておりますが、万博開催５００日前である１１月３０日より、大阪環状線およびＪＲゆめ咲線

にて、ラッピング列車を運行いたします。 

ラッピング列車の車内では、大阪・関西万博をＰＲする広告ジャックも併せて実施し、万博をより身近に感

じていただけるようにしたいと思います。また、ラッピング列車の運行に合わせて、大阪環状線デジタルスタ

ンプラリーを開催いたしますので、駅スタンプコレクションをぜひお楽しみいただければと思います。 

さらに、大阪駅ビルでのラッピングプロジェクトも、万博協会の協力を得て実施いたします。 

大阪ステーションシティサウスゲートビルディングの壁面に日本一の大きさを誇る「ミャクミャク」が登場

し、万博の機運を盛り上げてまいります。 



 

続いて、「ショップ展開やオリジナルグッズ販売」についてですが、１１月２９日より、新大阪駅構内にご

ざいますエキマルシェ新大阪において、公式ライセンス商品を取り扱うオフィシャルストアを、開業いたしま

す。 

また、本日１１月２２日から、万博開催５００日前を記念したオフィシャルポップアップショップを、期間

限定で京阪神エリアおよび西日本各地にて展開いたします。より多くのお客様にお越しいただき、大阪・関西

万博の魅力を感じていただければと思います。 

 

 

 

 次に、万博開催の１年前となる２０２４年４月には、ＪＲ東日本様、ＪＲ東海様、ＪＲ九州様と共に、東海

道・山陽新幹線、山陽・九州新幹線、北陸新幹線において、「ミャクミャク」などがデザインされたラッピン

グ新幹線を運行いたします。 

一つのレールでつながっているＪＲグループの強みを活かし、西日本エリアにとどまらず、関東や北陸、九

州エリアなど、全国に機運醸成を広げていければと思っています。万博開催にあわせて、２０２５年４～６月



に大阪デスティネーションキャンペーンをJRグループ全体のプロモーションとして開催、１年前にもプレキ

ャンペーンを実施します。関係自治体様や関西の鉄道事業者様、当社グループ一丸となって、機運醸成の取り

組みを展開してまいりたいと考えております。 

 

当社グループといたしまして、最大のミッションである万博アクセス輸送に加え、国内外からの誘客・送客

など、さまざまな取り組みを着実に進め、開催地である大阪・関西の一員として、万博の成功に貢献するとと

もに、魅力的な関西都市圏の実現を目指していきたいと考えているところです。 

 


